
PI計算

番号 PI名 単位 計算式 計算値
正確性
信頼性

備考

1001 水源利用率 ％ (一日平均配水量/確保している水源水量)×100 99.6  

1002 水源余裕率 ％ [(確保している水源水量/一日最大配水量)－1]×100 -7.6  

1003 原水有効利用率 ％ (年間有効水量/年間取水量)×100 99.6  

1004 自己保有水源率 ％ (自己保有水源水量/全水源水量)×100 2.9 *

1005 取水量1m3当たり水源保全投資額 円/m3 水源保全に投資した費用/その流域からの取水量 0.0  

1101 原水水質監視度 項目 原水水質監視項目数 189  

1102 水質検査箇所密度 箇所/100km2 (水質検査採水箇所数/給水区域面積)×100 #VALUE!  用供適用除外

1103 連続自動水質監視度 台/(1,000m3/日) (連続自動水質監視装置設置数/一日平均配水量)×1,000 #VALUE!  用供適用除外

1104 水質基準不適合率 ％ (水質基準不適合回数/全検査回数)×100 0.0  給水栓を受水地点に読替

1105
カビ臭から見たおいしい水達成
率

％
[(1－ジェオスミン最大濃度/水質基準値)＋(1－2-メチ
ルイソボルネオール最大濃度/水質基準値)]/2×100

80  
給水栓を受水地点に読替
業務指標の算出値が，－（マ
イナス）の場合は0％とする。

1106
塩素臭から見たおいしい水達成
率

％
[1－(年間残留塩素最大濃度－残留塩素水質管理目標
値)/残留塩素水質管理目標値]×100

0  

残留塩素濃度は、時間経過で
変動することから、給水栓を
受水地点でのデータ読替適用
外

1107
総トリハロメタン濃度水質基準
比

％
(総トリハロメタン最大濃度/総トリハロメタン濃度水質
基準値)×100

43  

総トリハロメタン濃度は時間
の経過とともに変化すること
から、給水栓を受水地点での
データ読替適用外

1108 有機物（TOC）濃度水質基準比 ％ (有機物最大濃度/有機物水質基準値)×100 33  給水栓を受水地点に読替

1109 農薬濃度水質管理目標比 ％

Σ(xi/Xi)/n×100（農薬とは，水質管理目標設定項目に
定められた方法によって測定された農薬のことである。
xiとは，各農薬の給水栓での年間測定最大濃度をいう。
Xiとは，各農薬の管理目標値をいう。nとは，水道事業
体の水質検査計画書に記載の農薬の数をいう。）

0.008  給水栓を受水地点に読替

1110 重金属濃度水質基準比 ％

Σ(xi/Xi)/6×100(重金属とは，カドミウム及びその化
合物，水銀及びその化合物，セレン及びその化合物，鉛
及びその化合物，ヒ素及びその化合物及び六価クロム化
合物の6種をいう。xiとは，各重金属の給水栓での年間
測定最大濃度をいう。Xiとは，各重金属の水質基準値を
いう。)

0  給水栓を受水地点に読替

1111 無機物質濃度水質基準比 ％

Σ(xi/Xi)/6×100(無機物質とは，アルミニウム及びそ
の化合物，塩化物イオン，カルシウム・マグネシウム等
(硬度)，鉄及びその化合物，マンガン及びその化合物，
ナトリウム及びその化合物の6種をいう。xiとは，各無
機物質の給水栓での年間測定最大濃度をいう。Xiとは，
各無機物質の水質基準値をいう。)

11  給水栓を受水地点に読替

1112 有機物質濃度水質基準比 ％

Σ(xi/Xi)/4×100(有機物質濃度とは，陰イオン界面活
性剤，非イオン界面活性剤，フェノール類，色度の4種
をいう。xiとは，各有機物質の給水栓での年間測定最大
濃度をいう。Xiとは，各有機物質の水質基準値をい
う。)

4  給水栓を受水地点に読替
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番号 PI名 単位 計算式 計算値
正確性
信頼性

備考

1113
有機塩素化学物質濃度水質基準
比

％

Σ(xi/Xi)/9×100(有機塩素化学物質とは，水質基準に
定められている四塩化炭素，ジクロロメタン，シス-
1,2-ジクロロエチレン，テトラクロロエチレン，トリク
ロロエチレン，ベンゼンの6種と，水質管理目標に定め
られている1,1-ジクロロエチレン，1,2-ジクロロエタ
ン，1,1,2-トリクロロエタンの3種の合計9種をいう。xi
とは，各有機塩素化学物質の給水栓での年間測定最大濃
度をいう。Xiとは，各有機塩素化学物質の水質基準値，
又は管理目標値をいう。)

0  給水栓を受水地点に読替

1114 消毒副生成物濃度水質基準比 ％

Σ(xi/Xi)/5×100(消毒副生成物とは，臭素酸，クロロ
酢酸，ジクロロ酢酸，トリクロロ酢酸，ホルムアルデヒ
ドの5種をいう。xiとは，各消毒副生成物の給水栓での
年間測定最大濃度をいう。Xiとは，各消毒副生成物の管
理目標値をいう。)

6  

消毒副生成物濃度は、時間経
過で変動することから、給水
栓を受水地点でのデータ読替
適用外

1115 直結給水率 ％ (直結給水件数/給水件数)×100 #VALUE!  用供適用除外

1116 活性炭投入率 ％ (年間活性炭投入日数/年間日数)×100 60.3  

1117 鉛製給水管率 ％ (鉛製給水管使用件数/給水件数)×100 #VALUE!  用供適用除外

2001
給水人口一人当たり貯留飲料水
量

L/人
[((配水池総容量-緊急貯水槽容量)×1/2＋緊急貯水槽容
量)/給水人口]×1,000

#VALUE!  用供適用除外

2002 給水人口一人当たり配水量 L/日/人 (一日平均配水量/給水人口)×1,000 #VALUE!  用供適用除外

2003 浄水予備力確保率 ％
[(全浄水施設能力－一日最大浄水量)/全浄水施設能力]
×100

33.7 *

2004 配水池貯留能力 日 配水池総容量/一日平均配水量 0.70  

2005 給水制限数 日 年間給水制限日数 －  用供適用除外

2006 普及率 ％ (給水人口/給水区域内人口)×100 #VALUE!  用供適用除外

2007 配水管延長密度 km/km2 配水管延長/給水区域面積 #VALUE!  用供適用除外

2008 水道メータ密度 個/km 水道メータ数/配水管延長 #VALUE!  用供適用除外

2101 経年化浄水施設率 ％
(法定耐用年数を超えた浄水施設能力/全浄水施設能力)
×100

0.0 *

2102 経年化設備率 ％
(経年化年数を超えている電気・機械設備数/電気・機械
設備の総数)×100

58.5  

2103 経年化管路率 ％ (法定耐用年数を超えた管路延長/管路総延長)×100 0.0  

2104 管路の更新率 ％ (更新された管路延長/管路総延長)×100 0.00  

2105 管路の更生率 ％ (更生された管路延長/管路総延長)×100 0.000  

2106 バルブの更新率 ％ (更新されたバルブ数/バルブ設置数)×100 0.10 *

2107 管路の新設率 ％ (新設管路延長/管路総延長)×100 1.25  

2201 水源の水質事故数 件 年間水源水質事故件数 4  

2202 幹線管路の事故割合 件/100km (幹線管路の事故件数/幹線管路延長)×100 2.0  

2203 事故時配水量率 ％ (事故時配水量/一日平均配水量)×100 #VALUE!  用供適用除外

2204 事故時給水人口率 ％ (事故時給水人口/給水人口)×100 #VALUE!  用供適用除外

2205 給水拠点密度 箇所/100km2 (配水池･緊急貯水槽数/給水区域面積)×100 #VALUE!  用供適用除外

2206 系統間の原水融通率 ％ (原水融通能力/受水側浄水能力)×100 0.0 *

2207 浄水施設耐震率 ％
(耐震対策の施されている浄水施設能力/全浄水施設能
力)×100

0.0 *
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番号 PI名 単位 計算式 計算値
正確性
信頼性

備考

2208 ポンプ所耐震施設率 ％
(耐震対策の施されているポンプ所能力/全ポンプ所能
力)×100

42.4  

2209 配水池耐震施設率 ％
(耐震対策の施されている配水池容量/配水池総容量)×
100

64.0  

2210 管路の耐震化率 ％ (耐震管延長/管路総延長)×100 7.9  

2211 薬品備蓄日数 日 平均薬品貯蔵量/一日平均使用量 22.3  

本指標は原則として浄水場名
を明記して浄水場毎に算出す
る。（PI計算（浄水場毎）参
照）

2212 燃料備蓄日数 日 平均燃料貯蔵量/一日使用量 0.7  

本指標は原則として浄水場名
を明記して浄水場毎に算出す
る。（PI計算（浄水場毎）参
照）

2213 給水車保有度 台/1,000人 (給水車数/給水人口)×1,000 #VALUE!  用供適用除外

2214
可搬ポリタンク・ポリパック保
有度

個/1,000人 (可搬ポリタンク・ポリパック数/給水人口)×1,000 #VALUE!  用供適用除外

2215 車載用の給水タンク保有度 m3/1,000人 (車載用給水タンクの総容量/給水人口)×1,000 #VALUE!  用供適用除外

2216 自家用発電設備容量率 ％ (自家用発電設備容量/当該設備の電力総容量)×100

東櫛原
77.5
荒木浄水場
68.8
高田Ｐ場
57.3
平均値
67.9*

 

本指標は原則として浄水場及
びポンプ所名を明記してそれ
ぞれ算出する。（PI計算（浄
水場毎）参照）

2217 警報付施設率 ％ (警報付施設数/全施設数)×100 81.8  

2218 給水装置の凍結発生率 件/1,000件 (給水装置の年間凍結件数/給水件数)×1,000 #VALUE!  用供適用除外

3001 営業収支比率 ％ (営業収益/営業費用)×100 119.3  

3002 経常収支比率 ％
[(営業収益＋営業外収益)/(営業費用＋営業外費用)]×
100

110.3  

3003 総収支比率 ％ (総収益/総費用)×100 109.7  

3004 累積欠損金比率 ％ [累積欠損金/(営業収益－受託工事収益)]×100 0.0  

3005 繰入金比率（収益的収支分） ％ (損益勘定繰入金/収益的収入)×100 1.0  

3006 繰入金比率（資本的収入分） ％ (資本勘定繰入金/資本的収入)×100 18.7  

3007 職員一人当たり給水収益 千円/人 (給水収益/損益勘定所属職員数)/1,000 49,430  

3008
給水収益に対する職員給与費の
割合

％ (職員給与費/給水収益)×100 13.5  

3009
給水収益に対する企業債利息の
割合

％ (企業債利息/給水収益)×100 13.7  

3010
給水収益に対する減価償却費の
割合

％ (減価償却費/給水収益)×100 47.0  

3011
給水収益に対する企業債償還金
の割合

％ (企業債償還金/給水収益)×100 64.4  

3012
給水収益に対する企業債残高の
割合

％ (企業債残高/給水収益)×100 521.7  
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番号 PI名 単位 計算式 計算値
正確性
信頼性

備考

3013
料金回収率（給水にかかる費用
のうち水道料金で回収する割
合）

％ (供給単価/給水原価)×100 91.8  

3014 供給単価 円/m3 給水収益/有収水量 69.8  

3015 給水原価 円/m3
[経常費用－(受託工事費＋材料及び不用品売却原価＋附
帯事業費)]/有収水量

76.0  

3016 1ヶ月当たり家庭用料金（10m3） 円
1ヶ月当たりの一般家庭用(口径13mm)の基本料金＋10m3
使用時の従量料金

#VALUE!  用供適用除外

3017 1ヶ月当たり家庭用料金（20m3） 円
1ヶ月当たりの一般家庭用(口径13mm)の基本料金＋20m3
使用時の従量料金

#VALUE!  用供適用除外

3018 有収率 ％ (有収水量/給水量)×100 98.9  

3019 施設利用率 ％ (一日平均給水量/一日給水能力)×100 99.6  

3020 施設最大稼働率 ％ (一日最大給水量/一日給水能力)×100 108.2  

3021 負荷率 ％ (一日平均給水量/一日最大給水量)×100 92.1  

3022 流動比率 ％ (流動資産/流動負債)×100 519.9  

3023 自己資本構成比率 ％ [(自己資本金＋剰余金)/負債・資本合計]×100 77.2  

3024 固定比率 ％ [固定資産/(自己資本金＋剰余金)]×100 127.2  

3025
企業債償還元金対減価償却費比
率

％ (企業債償還元金/当年度減価償却費)×100 137.0  

3026 固定資産回転率 回
(営業収益－受託工事収益)/[(期首固定資産＋期末固定
資産)/2]

0.05  

3027 固定資産使用効率 m3/10,000円 (給水量/有形固定資産)×10,000 7.4  

3101 職員資格取得度 件/人 職員が取得している法定資格数 / 全職員数 3.24  

3102 民間資格取得度 件/人 職員が取得している民間資格取得数 / 全職員数 0.034  

3103 外部研修時間 時間 (職員が外部研修を受けた時間・人数) / 全職員数 17.2  

3104 内部研修時間 時間 (職員が内部研修を受けた時間・人数) / 全職員数 9.7  

3105 技術職員率 ％ (技術職員総数 / 全職員数) × 100 65.5  

3106 水道業務経験年数度 年/人 全職員の水道業務経験年数 / 全職員数 20.3  

3107 技術開発職員率 ％ (技術開発業務従事職員数 / 全職員数) × 100 0.00  

3108 技術開発費率 ％ (技術開発費 / 給水収益) × 100 0.00  

3109 職員一人当たり配水量 m3/人 年間配水量 / 全職員数 1,210,816  

3110 職員一人当たりメータ数 個/人 水道メータ数 / 全職員数 #VALUE!  用供適用除外

3111 公傷率 ％
[(公傷で休務した延べ人 ・ 日数) / (全職員数 × 年
間公務日数)] × 100

0.000  

3112 直接飲用率 ％ (直接飲用回答数 / 直接飲用アンケート回答数) × 100 #VALUE!  用供適用除外

3201 水道事業に係る情報の提供度 部/件 広報誌配布部数 / 給水件数 #VALUE!  用供適用除外

3202 モニタ割合 人/1,000人 (モニタ人数 / 給水人口) × 1,000 #VALUE!  用供適用除外

3203 アンケート情報収集割合 人/1,000人 (アンケート回答人数 / 給水人口) × 1,000 #VALUE!  用供適用除外

3204 水道施設見学者割合 人/1,000人 (見学者数 / 給水人口) × 1,000 #VALUE!  用供適用除外

3205 水道サービスに対する苦情割合 件/1,000件 (水道サービス苦情件数 / 給水件数) × 1,000 #VALUE!  用供適用除外

3206 水質に対する苦情割合 件/1,000件 (水質苦情件数 / 給水件数) × 1,000 #VALUE!  用供適用除外

3207 水道料金に対する苦情割合 件/1,000件 (水道料金苦情件数 / 給水件数) × 1,000 #VALUE!  用供適用除外

3208 監査請求数 件 年間監査請求件数 0  

3209 情報開示請求数 件 年間情報開示請求件数 0  
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番号 PI名 単位 計算式 計算値
正確性
信頼性
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3210 職員一人当たり受付件数 件/人 受付件数 / 全職員数 #VALUE!  用供適用除外

4001 配水量1m3当たり電力消費量 kWh/m3 全施設の電力使用量 / 年間配水量 0.40  

4002 配水量1m3当たり消費エネルギー MJ/m3 全施設での総エネルギー消費量 / 年間配水量 1.45  

4003 再生可能エネルギー利用率 ％
(再生可能エネルギー設備の電力使用量 / 全施設の電力
使用量) × 100

0.0  

4004 浄水発生土の有効利用率 ％ (有効利用土量 / 浄水発生土量) × 100 84.4 *

4005 建設副産物のリサイクル率 ％
(リサイクルされた建設副産物量 / 建設副産物排出量)
× 100

100.0  

4006
配水量1m3当たり二酸化炭素
(CO2)排出量

g･CO2/m3 [総二酸化炭素（CO2）排出量 / 年間配水量] × 106 150  

4101 地下水率 ％ (地下水揚水量 / 水源利用水量) × 100 1.5  

5001 給水圧不適正率 ％
[適正な範囲になかった圧力測定箇所・日数 / （圧力測
定箇所総数 × 年間日数）] × 100

#VALUE!  用供適用除外

5002 配水池清掃実施率 ％
[最近5年間に清掃した配水池容量 / 配水池総容量 / 5]
× 100

0  

5003 年間ポンプ平均稼働率 ％
[ポンプ運転時間の合計 / (ポンプ総台数 × 年間日数
× 24)] × 100

39.9 *

5004 検針誤り割合 件/1,000件 (誤検針件数 / 検針総件数) × 1,000 #VALUE!  用供適用除外

5005 料金請求誤り割合 件/1,000件 (誤料金請求件数 / 料金請求総件数) × 1,000 #VALUE!  用供適用除外

5006 料金未納率 ％ (年度末未納料金総額 / 総料金収入額) × 100 #VALUE!  用供適用除外

5007 給水停止割合 件/1,000件 (給水停止件数 / 給水件数) × 1,000 #VALUE!  用供適用除外

5008 検針委託率 ％ (委託した水道メータ数 / 水道メータ数) × 100 #VALUE!  用供適用除外

5009 浄水場第三者委託率 ％ (第三者委託した浄水場能力 / 全浄水場能力) × 100 0.0 *

5101 浄水場事故割合 10年間の件数/箇所  10年間の浄水場停止事故件数 / 浄水場総数 0.0  

5102 ダクタイル鋳鉄管・鋼管率 ％
[(ダクタイル鋳鉄管延長 ＋ 鋼管延長) / 管路総延長]
× 100

100.0  

5103 管路の事故割合 件/100km (管路の事故件数 / 管路総延長) × 100 2.0  

5104 鉄製管路の事故割合 件/100km (鉄製管路の事故件数 / 鉄製管路総延長) × 100 2.0  

5105 非鉄製管路の事故割合 件/100km (非鉄製管路の事故件数 / 非鉄製管路総延長) × 100 0.0  非鉄製管路なし

5106 給水管の事故割合 件/1,000件 (給水管の事故件数 / 給水件数) × 1,000 #VALUE!  用供適用除外

5107 漏水率 ％ (年間漏水量 / 年間配水量) × 100 #VALUE!  用供適用除外

5108 給水件数当たり漏水量 m3/年/件 年間漏水量 / 給水件数 #VALUE!  用供適用除外

5109 断水･濁水時間 時間
(断水･濁水時間 × 断水・濁水区域給水人口) / 給水人
口

#VALUE!  用供適用除外

5110 設備点検実施率 ％
(電気・計装・機械設備等の点検回数 / 電気・計装・機
械設備等の法定点検回数) × 100

557  

5111 管路点検率 ％ (点検した管路延長 / 管路総延長) × 100 100  

5112 バルブ設置密度 基/km バルブ設置数 / 管路総延長 6.3 *

5113 消火栓点検率 ％ (点検した消火栓数 / 消火栓数) × 100 #VALUE!  用供適用除外

5114 消火栓設置密度 基/km 消火栓数 / 配水管延長 #VALUE!  用供適用除外

5115 貯水槽水道指導率 ％ (貯水槽水道指導件数 / 貯水槽水道総数) × 100 #VALUE!  用供適用除外

6001 国際技術等協力度 人･週 人的技術等協力者数 × 滞在週数 0  

6101 国際交流数 件 年間人的交流件数 0  
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